
家庭教育学級教育講演会
８日(木)，鹿島中学校図書室に

おいて，鹿島駐在所田島卓郎巡査
を講師に迎えた講演会が行われま

した。演題は「非行少年の声が聞こえますか」でした。
田島先生は以前の勤務地で，非行を繰

。り返す子どもたちと接していたそうです
その中で感じた子どもの心や，親に果た
してほしい役割等を話してくださいまし
た。私たち教員にとっても示唆に富んだ

６日火曜日，小中合同マラソン大会が開催されました。 話でした。この講演を活かして，さらに
昨年度同様，小中一貫教育を受けた合同開催です。中学生は がんばっていきます。

読み応え有り ＰＴＡ新聞男子５ 女子３ でした。km km
まず，号砲に合わせ，中学生全 会員の皆様のご協力を得て，ＰＴＡ

員がコースへ飛び出しました。そ 新聞が完成しました。今回は 「子育，
れぞれ自分のペースを守りなが 相談」や「子育川柳」というこれまで
ら，また，自分の目標を目指しな にないコーナーが新設されています。
がら走っていきました。 また， 学期同様小中合同で作成して1

そして，沿道にはたくさんの地 います。みんなの知恵と努力が詰まっ
域の方が応援に出てくださってい た 新聞を是非ご覧ください。PTA

授業参観・学級PTA開催ました。その熱い声援が，生徒の走る
エネルギーへと変わっていました。 それぞれの学級副担任の授業と，２学期のまとめ・冬休み

いよいよゴール。小学生や先にゴー に向けての学級 が行われました。生徒の授業を受ける様PTA
ルした級友が，笑顔で迎えてくれまし 子，また教師の授業への取組はいかがだったでしょうか。若
た。もちろん，小学生の走りには中学 干参加者が少ないようでしたが，充実した話し合いがなされ
生が精一杯の声援をかけていました。 たようです。なお，ご意見・ご要望等があれば，担任や教頭

残念ながら，来年度からは小学校の までお知らせください。
みの開催となります。いつか，また，

中学生も一緒に走れる日が来ることを祈ります。 ○ 英語検定３級・まごころ青春短歌
３年真司君漢字検定４級

３年夏南さん薩摩川内市では各学年の学習 ○ 薩摩川内市読書感想文コンクール優秀賞
時間の最低を中１は１００分， ※ 今年度，鹿島中学生徒は作文･俳句･短歌の賞を延べ１２
中２は１１０分，中３は１２０ 名で８つ受賞しました。生徒の能力と努力に脱帽です。な
分と設定しています。 お，夏南さんの作品は裏面に掲載しています。是非ご覧く

さて以下のグラフは，本校生徒のテスト期間中( 月)と， ださい。11
テスト後( 月)のそれぞれ１週間の１日の平均学習時間を表12

しています。テスト前に関しては目
標をほぼ達成しています。しかし，
その後の学習時間は大変残念です。

このことから，本校の生徒はテス
トや受検という明確な目標がある場
合には，しっかりと学習できること
がわかります。学校でも，短期(定
期テスト等)・中期(受検)・長期(職

。業)という目標をもたせていきます
ご家庭でも「今日はどれくらい勉強
するの 」といった声かけをよろし。
くお願いいたします。

師走鹿島中学校だより
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一事徹底事項 「新年の決意を新たにさせ，規則
正しい学校生活を確立させる」

○ 正しい服装を心がけよう

１月の生活努力目標

○ ５日(木)：鬼火焚き準備(生徒・保護者 時 公民館),15 ~,
○ ７日(土)：ほら貝吹き，鬼火焚き( 公民館)6:30~,
○１０日(火)：始業式 大掃除 授業( 校時) 給食あり3~6
○１１日(水)：３年実力テスト( １２日)~
○１６日(月)：生活リズムチェック( ２２日)~
○１７日(火)：１・２年「基礎・基本」定着度調査( １８日)~
○１８日(水)：学校保健委員会( 小学校)16:00~,
○１９日(木)：コミュニケーション科発表会 ３年学級ＰＴＡ

○２０日(金)：第３回英語検定

○２３日(月)：１・２年三者面談( １月２７日)~
○２４日(火)：納金日，栄養教諭講話・親子給食

○２７日(金)：夜回り(１・２年のみ)

激走！ 小中合同マラソン大会

講演される田島先生

緊張のスタート

ゴールの瞬間
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青い鹿島から「エバーグリーン」鹿島の実現へ
校長 河野 通芳

４年前鹿島中に赴任する時，教頭先生から送られてきた写真
を見て驚いてしまいました。クリーム色の校舎や正面玄関の前
や，校庭のへりに縁取りのように続く青い帯 「何か工事でもし。
ているのだろうか・・・」それは，太い杭に巻き付けられた防

。 ， ，風ネットだったのです とる暇もなく １年中青いままと聞き
また驚いてしまいました。

先月号でも書きましたが，鹿島の風の強さは，月ごとにみる
と１０ 離れていない中甑の倍の平均風速になると聞き，青km
い防風ネットの必要性を実感しました。しかし，記念樹も立ち
枯れ，花園に花はほとんどなく，風に強いガザニアだけが目立
つという状況を見て，学校のスローガンの一つだった「花いっ
ぱい鹿島中」は絶対に蘇らさなければいけないと思いました。

そこから，弱い花々でも根が張れるように花園の土のかさ上
げをし，石ころを大量に取り除き，粘土質の固まりやすい土を
灰や砂，籾殻や腐葉土など混ぜながら改善していく中で，みん
なの協力で４年目の今年は「花いっぱい鹿島」の看板がいつわ
りない状況になったと思います。

花いっぱい鹿島中に欠かせないのは，用務主事の苑川さんの
存在です。種まきから仮植，定植と手間暇かけて育て，花園い
っぱいに綺麗な花を咲かせていただいています。１年間に植え
たり育てたりする花の種類は，優に５０を越えます。ほとんど
の花を種や花園から拾い集めた芽から育て，太陽の光を求め，
風を避けて花苗の場所を動かしたり，虫の駆除や追肥など，一
日中休む暇もなく働く姿には，頭が下がります。そんな苦労を
してでも避けられないのが「鹿島の強風」です。

今年は，大晦日から三が日にかけて，強風が吹き荒れ，甑島
では雪も積もりました。苑川さんがせっかく植えた苗のほとん

， 。どが吹き飛ばされ 苗をかき集めて植え直すことになりました
防風ネットも厳重にしていたのですが，風の猛威には歯が立ち
ませんでした。かといって，前のように１年中頑丈にネットを張
ればよいとなってしまっては，花園の意味がありません 「見ても。
らってこその花々」なのです。今は，台風の襲来が懸念される７
・８月と冬の時期を除けば，ほとんどネットはとった状態です。

今年，鹿島中の緑化のスローガンは 「エバーグリーン鹿島」，
です。１年中きれいな学校というのはもちろんですが，３月の
休校に備え，雑草の生えにくい環境作り，多年草や宿根草を増
やし，手入れがなくても花のある環境作り，野菜作りも交えて
育てる喜びを生徒に味わってもらおう。そんな取組を続けてき
ました。

これからしばらくの間 「エバーグリーン鹿島」は青いベール，
に包まれます。それが，再び周りの目に触れるときには，色鮮
やかな花々に包まれて戻ってきます。それが１１人の鹿島中学
生のそれぞれの「鹿島立」の餞になるよう，生徒たちもエバー
グリーン鹿島」の花々に負けないように，それぞれに自分の希
望や夢を花咲かせるよう，青い冬の鹿島でしっかり力を蓄えて
もらいたいと思います。


